
はだの議会だより 平成 28 年（2016 年）2 月 14 日（日）  第 219 号〘4〙

※マクロ経済スライド…「社会全体の公的年金制度を支える力（現役世代の人数の変化）」と「平均余命の伸びに伴う給付費の増加」という給付と負担の変動に応じて、給付水準を自動的に調整す
る仕組みのこと。

用語解説

市民との議論を深め使用料の在り方を検討せよ

処
遇
改
善
は
必
要
で
あ
る
た
め
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と

の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
賛
成
討
論

　
本
市
で
も
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
４
号　
介
護
職
員

の
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

安
全
・
安
心
の
介
護
を
実
現
す
る
た

め
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

実
質
的
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
看
護
師
な
ど

夜
勤
交
代
制
労
働
者
の
労
働
時
間
を
週

32
時
間
以
内
、
勤
務
間
隔
12
時
間
以
上

と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
国
に

お
い
て
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
大
幅

な
増
員
を
図
る
こ
と
は
、
労
働
環
境
の

改
善
の
ほ
か
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。
」

と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
議
決
結
果

平
27
陳
情
第
９
号　
介
護
従
事
者
の
勤

務
環
境
改
善
及
び
処
遇
改
善
の
実
現
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

介
護
従
事
者
の
人
材
確
保
・
離
職
防

止
の
実
質
的
な
対
策
お
よ
び
安
全
・
安

心
な
介
護
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
に

も
、
介
護
現
場
で
働
く
す
べ
て
の
介
護

従
事
者
の
処
遇
改
善
と
、
介
護
施
設
の

人
員
配
置
基
準
を
改
善
す
る
た
め
、
国

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
10
年
後
に
は
、

現
在
の
約
１
・
５
倍
も
の
介
護
職
員
が

必
要
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
人

材
不
足
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
陳
情

事
項
に
あ
る
介
護
施
設
の
人
員
配
置
基

準
を
、
利
用
者
２
人
に
対
し
て
１
人
以

上
と
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
が
、

平
27
陳
情
第
10
号　
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
改
善
・
大
幅

増
員
の
た
め
国
に
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情

▼
願　
意

　

医
療
や
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
の

改
善
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
し
、
患
者

の
自
己
負
担
の
軽
減
や
、
地
域
に
必
要

な
病
床
機
能
を
確
保
す
る
な
ど
、
医
療

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
充
実
す

る
た
め
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ

し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
５
号　
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
実
現
の
た
め
医
師
・

看
護
師
等
の
大
幅
な
増
員
と
労
働
環
境

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

▼
要　
旨

　

安
全
・
安
心
で
行
き
届
い
た
医
療
・

介
護
の
実
現
の
た
め
、
医
師
、
看
護
師
、

介
護
職
員
な
ど
の
大
幅
な
増
員
に
つ
い

て
、
具
体
的
措
置
を
講
じ
る
よ
う
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

陳

情

意

見

書

・

　

12
月
定
例
会
で
は
、
10
件
の
陳
情
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
議
案
４
件
が
委
員
会
か
ら
提
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 

（
陳
情
・
意
見
書
の
全
文
掲
載
は
紙
面
の
都
合
上
、
省
略
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
全
文
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
）

人
材
確
保
・
離
職
防
止
の
た
め

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を

安
全
・
安
心
で
行
き
届
い
た

医
療
・
介
護
の
実
現
を

に
お
い
て
私
学
助
成
の
拡
充
を
図
る
よ

う
、
神
奈
川
県
に
意
見
書
を
提
出
し
て

ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
国
お
よ
び
県

に
お
い
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
容
易
に
拡
充
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、

子
ど
も
の
貧
困
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
保
護
者
へ
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
た
め
、
継
続
的
に
私
学
助

成
の
拡
充
に
努
め
る
よ
う
、
国
や
神
奈

川
県
に
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

な
ど
で
周
知
し
て
い
る
が
、
市
民
の
理

解
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
地
域
の
中
で
議
論

で
き
る
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

▼
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
使
用
料
値
上

げ
の
条
例
改
正
案
に
先
ん
じ
て
、
市
民

に
方
針
を
示
し
、
意
見
交
換
を
行
う
と

い
っ
た
執
行
部
の
姿
勢
は
評
価
し
て
い

る
が
、
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
の
総

務
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
の
中
で
、

意
見
を
申
し
添
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
民
と
の
対
話
の
機
会
と
し
て
、
双
方

向
の
意
見
交
換
の
場
な
ど
を
設
け
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
動
き
も
な

く
、
市
民
の
理
解
も
深
ま
っ
て
い
な
い
。

　

市
民
に
対
し
、
痛
み
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
方
針
の
主
管

で
あ
る
政
策
部
を
中
心
に
執
行
部
が
一

丸
と
な
っ
て
、
丁
寧
に
、
ま
た
、
積
極

的
に
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、

市
民
と
の
議
論
を
深
め
る
努
力
を
す
べ

平
27
陳
情
第
11
号　
私
学
助
成
の
拡
充

の
た
め
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

▼
願　
意

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

公
私
の
学
費
格
差
を
改
善
す
る
た
め
教

育
予
算
を
増
額
す
る
こ
と
。
ま
た
、
私

学
教
育
の
良
さ
を
一
層
発
揮
さ
せ
る
教

育
条
件
の
維
持
・
向
上
の
た
め
、
私
学

助
成
の
増
額
を
図
る
よ
う
、
国
に
意
見

書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

平
27
陳
情
第
12
号　
私
学
助
成
の
拡
充

の
た
め
神
奈
川
県
に
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

神
奈
川
県
の
私
立
学
校
へ
の
生
徒
一

人
当
た
り
の
助
成
金
額
は
、
す
べ
て
の

校
種
で
、
全
国
最
下
位
水
準
で
あ
る
。

私
学
助
成
の
抜
本
的
な
改
善
に
よ
り
私

立
学
校
の
経
営
の
安
定
化
を
図
り
、
保

護
者
の
学
費
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が

急
務
で
あ
る
た
め
、
平
成
28
年
度
予
算

平
27
陳
情
第
13
号　
公
民
館
等
公
共
施

設
の
使
用
料
値
上
げ
方
針
の
撤
回
を
求

め
る
陳
情

▼
願　
意

　

本
市
が
公
表
し
た
、
公
共
施
設
使
用

料
を
現
行
の
２
・
５
倍
以
上
な
ど
と
す

る
公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
の
適
正
化

に
関
す
る
方
針
を
撤
回
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
　
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
同
じ
内
容
の
陳
情
が
審
査
さ
れ
、
議

会
は
不
採
択
と
し
た
が
、
「
今
後
も
市

民
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
委
員

会
と
し
て
の
意
見
を
添
え
た
。
し
か
し
、

い
ま
だ
に
説
明
が
足
り
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答　
広
報
は
だ
の
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
６
号　
国
に
私
学

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

委
員
会
提
出
議
案
第
７
号　
神
奈
川
県

に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
教

育
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
、
継
続
的

に
私
学
助
成
制
度
の
拡
充
に
努
め
る
よ

う
、
国
お
よ
び
県
に
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
。

▼
各
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見

た
。

▼
反
対
討
論

　
公
共
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
は
使

用
料
の
見
直
し
は
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、

今
後
、
市
民
と
の
意
見
交
換
の
機
会
を

積
極
的
に
設
け
、
多
く
の
意
見
を
求
め
、

緩
和
策
な
ど
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、

施
設
の
稼
働
率
を
上
げ
る
努
力
を
し
た

上
で
、
議
会
に
提
案
し
て
ほ
し
い
。

▼
賛
成
討
論

　
公
民
館
の
使
用
料
値
上
げ
は
、
公
民

館
は
一
定
区
域
内
の
住
民
の
た
め
と
す

る
社
会
教
育
法
の
理
念
に
反
し
、
地
方

自
治
体
の
役
割
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

不 

採 

択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不 

採 

択
（
賛
成
少
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

平
27
陳
情
第
13
号　
公
民
館
等
公
共
施

生
徒
・
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

私
学
助
成
の
拡
充
を

公
共
施
設
使
用
料
の
在
り
方
に
つ
い
て

市
民
と
積
極
的
な
意
見
交
換
を

設
の
使
用
料
値
上
げ
方
針
の
撤
回
を
求

め
る
陳
情
の
再
付
託
を
求
め
る
動
議

▼
要　
旨

　

執
行
部
の
対
応
を
見
た
う
え
で
、
さ

ら
に
議
論
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
総
務
常
任
委
員
会
に
再
付
託
し
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

否　
　

決
（
賛
成
少
数
）

の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

▼
反
対
討
論

　
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
年
金

制
度
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
生
活

が
厳
し
い
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
年
金

制
度
と
は
別
に
支
援
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　
現
在
の
制
度
は
、
高
齢
者
の
年
金
を

実
質
削
減
す
る
も
の
で
あ
り
、
高
齢
者

の
生
活
を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、
地
域

経
済
の
打
撃
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

不 

採 

択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不 

採 

択
（
賛
成
少
数
）

平
27
陳
情
第
14
号　
年
金
削
減
を
取
り

や
め
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止
、

最
低
保
障
年
金
制
度
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
年
金
の
削

減
を
取
り
や
め
、
※
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
廃
止
と
、
す
べ
て
の
高
齢
者
に

給
付
さ
れ
る
最
低
保
障
年
金
制
度
を
実

現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書

を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見
　
本
来
、
国
民
は
年
金
に
よ
っ
て

安
定
し
た
生
活
を
保
障
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
諸
事
情
に
よ
り
年
金
を
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
人
を
支
え
る
た
め
に
も
、

最
低
保
障
年
金
制
度
は
必
要
で
あ
る
。

意
見
　
最
低
保
障
年
金
制
度
の
導
入
は
、

公
平
感
に
欠
け
る
と
い
う
点
で
慎
重
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
は
、
将
来
の
現
役
世
代

の
負
担
を
考
慮
し
た
制
度
で
あ
り
、
公

的
年
金
制
度
の
長
期
的
な
健
全
性
維
持

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止
、
最
低
保
障

年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択


